



















後、第 1 章から第 3 章は地域別の概述に当てられる。それぞれの章は「市参事会の前で演奏する」、
「貴族のために」、「都市の栄誉と楽しみのために」と題され、順にフランスの南部・中部・北部
の諸都市において、楽師たちにどのような報酬が与えられ、演奏がどのような機会に行われたか
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jongleur から menestrel/minstrel へ移行していき、それは何でも屋のエンターテイナーから特定の
楽器を専門に演奏する音楽家への移行と対応するとされている 3。しかし、本書で扱われる 14・15
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